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昭和40年 4月10日(424号〉大村市政だよ4月中旬号( 1 ) 

陸上自衛隊では4月中の実弾射撃

をつぎのとおり行ないます。

実施場所=池田射撃場

実施日程=12日-17日 1 9日-28日
圃昭和33年 4 月 22 日第三種l1i~便物認可 圃毎月 3回l 日 . 10 臼 .20 日.発行定副部5円

圃発行所 大村 市役 所 国編集人総務課長南野鹿松 ・ 印制所つじ印刷所
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(
と
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

モ
引
け
川
開
設
し
て
日
年

門
写
真
は
十
コ
一周
年
を
記
念

し
て
補
助
グ
ウ
ン
ド
よ
こ
に

立
て
ら
れ
た
全
国
モ

ー
タ
ー

ボ

ー
ト

開
催
市
の
旗

】

二
億
九
千
万
円
を
一
般
会
計
へ

O 

大
村
市
の

モ
ー

タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
事
業
も
昭
和
二
十
七

年
開
設
し
て
以

米
、
十
三一年

目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
十
三
年
の
あ
い
だ
に

モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
の

収
益
金
か
ら
一
般
会
計
へ
繰

出
し
て
土
木
事
業
や
災
害
復

旧
事
業
に
使
っ
た
金
額
は
、

二
億
九
千
二
百
九
十
五
万
円

に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
十
三
周
年
の
記
念
行
事

と
し
て
八
日
に
は
記
念
式
典

花
火
打
上
け
、
ま
た
、
特
別

レ
l
ス

と
し
て
、
全
日
出
か
ら

選
抜
さ
れ
た
優
秀
選
手

(
A

級
)
四
十
二
名
に
よ
る
全
日

本
覇
者
決
定
戦
が
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

昭
和
刊
年
度
繰
出
金
内
訳

31，200，000 

3.100，000 

6，300，000 

1‘000，000 

7.400，000 

3.500，000 

6，500，000 

59，000，000 

土木関係事業

建築 1/ 

農林

衛生

教育

消防 M 

災害復旧

ム
c 

λγ 

i~ 

H

火
の
元
と

あ
き
巣
に
注
意
M

桜
の
花
も
咲
き
ほ
こ
ろ
び
、

野
に
山
に
行
楽
の

シ
ー
ズ
ン

を
む
か
え
、
な
に
か
と
う
き

う
き
し
た
気
持
に
な
り
が
ち

で
す
。

と
か
く
こ
う
い
っ
た
季
節
に

は
‘
あ
き
巣
や
、
し
の
び
込

み
左
ど
の
犯
罪
も
多
く
な

D

ま
す
の
で
、
盗
難
防
止
に
つ

と
め
ま
し
ょ
う
ゾ
ま
た
同
時

に
治
そ
ろ
し
い
の
が
留
守
中

の
火
災
で
す
。
火
を
出
し
て

か
ら
で
は
治
そ
い

の
で
す
。

火
の
元
に
十
分
気
を
つ
け
て

火
災
の
起
ら
友
い
明
る
い
街

に
し
た
い
も
の
で
す
。

ム
外
出
と
ね
る
前
に
は
も
う

一
度
火
の
始
末
を
確
め
ま

し
ょ
う
。

A
外
出
す
る
と
き
は
ガ
ス
や

電
源
を
確
め
ま
し
ょ

う。

ム
ス
ト
ー
ブ
や
ゴ
シ
ロ

か
ら

燃
え
や
す
い
も
の
は
離
し

て
治
き
ま
し
ょ
う

A



り大 村 市 政 だよ昭和33i}.4月22rI第三種到便物認可昭和40年4月10日 ( 2 ) 

総額了間 俊被~~ψ稼働総'/~引可

燃ゑ返送還泌総
?述1夜寺 (三九日〉に約540万円をかけてできた

ミカ ン園造成地。面積は約1ヘ クタ ーノレ

3月 10日完成。

撃空惣翌
勿E

蕊£ぶ、us

際空窓
際、必~

約警護
総冬

近
年
の
わ
が
国
の
農
業
は
、
他

産
業
と
の
所
得
格
差
、
か
は
な
は
だ

し
く
、
若
い
労
仇
力
の
流
出
が
め

だ
っ
て
い
る
。
こ
ん
ご
農
業
を
安

定
し
た
産
業
と
す
る
た
め
に
は
、

均
衝
の
と
れ
た
企
業
的
農
業
経
営

に
改
革
ロ
す
る
必
要
が
あ
る
l
。
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ι

そ
の
解
決
策
と
し
て
、

農
業
構

Y
 

嗣m

t
 

復界強
気ミζい

疑?護
隊機

大
村
市
内
で
の
農
業
構
造
改
善

事
業
も
順
調
に
進
み
、
昨
年
度
は

第
一
年
目
と
し
て

の
計
画
在
完
全

に
逐
行
し
ま
じ
た
。
そ
の
事
業
内

容
は
、
ミ
カ
ン
園
造
成
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ

ウ

ス
に
よ
る
野
菜
の
栽
培
、

ミ
カ
シ
防
除
施
設
な
ど
1
一i

一
カ
所

で
、
そ
の
総
工
費
も
約
四
千
七
百

四
十
万
円
に
達
し
て
い
ま
す
。

去

の
内
訳
は
別
表
の
と
長

D
で
す
.

WZ7警
~ミグ:三湾
総 W

造
改
善
事
業
が
計
画
さ
れ
実
行
さ

れ
て
か
ら
今
年
で
二
年
自
に
友
り

ま
す
。

沖田(福重〉のビ

ニールノ、ウス。

1 9棟約1，300坪。↓

昭和39年度農業構造改善事業実施状況

事業 場所 | 事 業 内容 | 事業工費

三浦〈水頭〉 ミカン圏造成 4，896，000 

三浦〈連煎寺〉 ノ/ 1/ 5.434，000 
鈴田(小JI¥内〉 1/ 1/ 4.859，000 
鈴田(平〉 fノ fノ 6，688，000 

大村〈後木場〉 λγ /ノ 5，036，000 

大村(向木場〉 ミカン共同防除施設 Z.Z44，000 
福重〈野田〉 H 1/ .Z，151.000 

5，697.000 
福重〈沖田) 11 1/ 4，958，000 
福重(沖田) 1/ 631，000 

竹松(原口〉 人参種貯蔵施設 4， 86 9、000

1 司



り大村 市政だよ 昭和40年 4月10日

市
内
並
松
郷
の
松
島
規
さ

ん
は
亡
母
は
る
さ
ん
の
忌
切

に
、
ま
た
水
田
二
区
の
佐
藤

辰
己
さ
ん
は
亡
父
万
八
さ
ん

の
忌
明
に
際
し
、
社
会
福
祉

事
業
資
金
に
そ
れ
ぞ
れ
多
額

の
金
額
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た

病気やけがで国民健康保険を利

用する場合は必ず保険証を病院へ

提出してください。

4月1日からは、検認印のない保

険証は使用できません。

未検認の方はいますぐ市役所で検

認をうけて ください d

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

-
社
会
福
祉
事
業
資
金
に

寄
付

圃
忌
明
に
寄
付

市
内
水
田
郷
の
山
浦
政
書

さ
ん
は
ご
尊
父
の
忌
明
に
際

し
、
社
会
教
育
振
興
の
た
め

中
央
公
民
館
用
一
人
掛
椅
子

十

一
脚
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た

-
町
務
謹
絡
員
を
者
彰

市
で
は
多
年
に
わ
た
っ
て

市
の
行
政
に
協
力
さ
れ
た
次

の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

後

木

場

下

永

田

定
作

片
町
才

二

森

福

治

田

ノ

平

柴

田

大

寿

上
久
原

川

添

豊

大
多
武

中

山

忠

箕
島

山

口

万

作

古
町
六
区

森

憲

次

下
杭
出

津

松

井

三

之

助

協

和

町

福

沢

源

次

桜
馬
場
才

二

田

中

要

小
路
口
住
宅

渡

辺

仁

四
月
は
国
民
年
金
完
納
の
月

四
月
は
三
十
九
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

完
納
し
て
く
だ
さ
い

月
で
す
。
ま
だ
納
め
て
語
ら
れ
本
い
方
は
四
月
中
に

踊
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
は
早
く

生
計
困
難
の
た
め
保
険
料

の

な

治

三

十

九

年

度

に
保
険

納
入
が
む
づ
か
し
い
方
は
早
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
方
は

め
に
市
保
険
年
金
課
又
は
出
申
請
書
の
み
を
提
出
し
て
く

張
所
で
年
金
手
帳
を
そ
え
て
だ
さ
い
。

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ピクニツクシーズン

をむかえて4月4日か

ら5月10日まで野岳

湖行のパスが増発さ

'れています。

大村発 |野岳湖発

6.30. 1 7.15 

6.45 1 7.15 
8.30C増)19.15C増〉

10. Z OC増)111.05C増〉

11.50 113.15 
13.Z5C増)114. 40C増〉
14.45 115.30 
16.15C増)117.00く増〉

17.15 118.40 

V
主
婦
の
方
に
、
お
願
い
企

ご
み
を
へ
し
て
く
だ
さ
い
/
清

掃

係

マ
ご
み
箱
に
入
れ
る
前
に
も
う
一

度
よ
く

み
て
下
さ
い

。
廃
品
に
出
せ

る
も
の
、

修
理
、
工
夫
で
使
え
る
も
の
は
あ

D
ま

せ
ん
か
。
ボ
ー
ル
箱
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
は
ご
み
の
区
分
に
利
用
し
て
下
さ
い

マ
ご
み
箱
の
上
や
横
に
必
要
な
も
の
を
置

か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

。
収
集

の
と
き
ま
ち

J

か
つ
て
運
搬
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

マ
ご
み
箱
に
蓋
の
な
い
も
の
を
み
か
け
ま

す
。
不
潔
で
す
か
ら
蓋
を
作
っ
て
下
さ

い
。
ま
た
ご
み
箱
の
破
損
し
て
い
る
も

の
は
修
理
し
て
下
さ
い
。
ご
み
箱
は
で

き
る
だ
け
雨
に
ね
れ
な
い
と
こ
ろ
で
よ

(3) 

く
見
え
る
場
所
陀
置
い

て
下
さ
い
。

マ
ご
み
箱
の
中
に
ガ
ラ
ス
、
ピ
ン
類
、
空

缶
な
ど
が
ま
ぎ
っ
て
い
る
と
き
が
あ

b

ま
す
。
燃
え
な
い
も
の
は
別
に
箱
か
袋

に
入
れ
て
ご
み
箱
の
横
に
置
い
℃
下
さ

い
、
汁
の
出
る
も
の
は
ビ
ニ
ー
ル
の
袋

な
ど
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
.

-ーーー一ーーーーーーーー一ー一一ーーーーーーーー一一一一一・ーーー・ーーーーー------ーーー-----ーーー圃ー・・園田圃回・・・・ーー・ー・・・園田・t

まだまだこんな人は

{ ，-

いませんか?

g;唱
乙/す
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大村市政だよ

ー
美
術
展
:

市
の
美
術
展
が
五
月
二
十

一

一
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

一

行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

一

ま
し
た
ら

と
く
に
新
人
の
ご
出
品
を

歓
迎
い
た
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
次
号
で

お
し
ら
せ
し
ま
す
。

り昭和何年 4月zz日第三種部便物認可_. 昭和40年 4月10日

.盲目暖・ジフテリヤの予防接種

-
諌
早
干
拓
地

入
植
者
の
募
集

マ
募
集
戸
数

二
戸

マ
締
切
期
日
四
月
二
十
日

マ
配
分
予
定
面
積

一
戸
当
り
耕
地
約
三

ヘ
ク

タ
ー
ル

マ
応
募
資
格

夫
婦
と
も
農
業
に
従
事
す

る
こ
と
が
で
き
る
人

在
者
く
わ
し
い
こ
と
は
市

(2) 

b 

農
林
課
へ
問
合
せ
で
〈
だ

さ
い
。

田
商
庖
照
明
コ
ン
ク

l

ル
が
行
わ
れ
ま
し
た

商
巴
照
明
に
対
す
る
認
識

を
高
め
、
商
庖
街
の
美
化
を

は
か
る
た
め
、

商
庖
照
明
コ

シ
ク

l
ル
が
行
な
わ
れ
、
そ

の
結
果
次
の
各
商
刊
が
三
月

一

二
十
五
日
の
電
気
記
念
日
に

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

場 所 1回白 1回目 3回目

市 役 所 4月19日 5月17日 6月14日

三浦診療所 /ノ 11 バソ

竹松出張所 4月20日 5月18日 B月15日
起原出張所 ノノ 11 11 

諏訪公民館 4月21日 5月19日 B月16日

苛瀬l也i広所 4月Z2日 5月20日 日月17日

1.ffi重出張所 λf fノ 1/ 

市 ¥'i:~丙 |涜 4月九日 5月21日 E 月18El 

鈴同出張所 〆ノ /ノ fノ

ノ

C'~~c;;:戎官民α縦長

こ
ど
も
の
出

生
届
は

αこ
ど

も
の
生
ま
れ
た

日
も
含
め
て
十

四
日
以
内
に
し

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
弘
子
供

が
生
ま
れ
た
と

こ
ろ
で
同
出
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
l
。
と
戸
籍
法
に
定
め

ら
れ
で
い
ま
す
。

際 し 1+1 ま
にた生た |
こそ年、 |

どの月戸 i
も目白書苦 |
がではに
生は 、記
まな届載
れくけ さ
た ・出 れ
日実をる

H

出
生
届
は

十
四
日
以
内
に
H

で
あ
お
こ

と
は
巾
す
ま
で
も

な
い

こ
と
で
す
。
遠
い
か
ら

忙
し
い
か
ら
と
不
精
に
な
り

勝
ち
で
す
が
、
後
で

い
ろ
い

大
村
市
長

賞

伊

東

屋

図

春

の

慰

霊

祭

商
工
会
議
所
賞

美

砂

県

殉

医
慰
霊
奉
賛
会
主
催
の

照
明
学
会
賞
貞
松
時
計
居

春
の
慰
霊
祭
が
四
月
二
十
二
日

九
州
電
力

K
K
賞

タ
ジ
マ

県
護
函
神
社
で
行
な
わ
れ
ま
す

II~J・聞はL 、ずれも午後n~f3 0分から 31侍 30分まで。

野犬の登録と狂犬病の

予防注射があります

百日咳、ジフテリア(混合)の予防接種をつぎの

と治b行ないます。初めて接種し左ければならない

人は必ナ 3回受けてく ださい。

(1) 昭和39年1月1日からぬ年12月31円までに生まれ

たもの、 長よびまだ初期接種を終了 していない

もの。 4週間3なきに 3回接種。

初期接種を終了してから 1年 --1年 Bヵ月を経

過したもの。 いす=れかの日に 1回接種。

料金 無 料

なお、当日は町-子手l阪を持参してください。

実施日程

犬の議録と第 1同の狂犬病予防注射を

つぎのと治り行左います。

対象犬 生後91日以上の犬。

料金 登録手数料=1頭につき 300円

な治犬はく さbか、丈夫なひも

で引いてきてください。この日

程が終 った後は未登録、未注射

の犬は捕獲されます。

犬の登録狂犬病予防注射日程

4月日 目 黒木停留所 10.00-10.30 

ろ
と
面
倒
ー
な
こ
と
に
な

っ
た

場
合
迷
惑
を
こ
う
む
る
の
は

結
局
自
分
た
ち
と
そ
の
子
供

で
す
。
届
け
出
は
必
守
十
四

日
以
内
に
す
ま
せ
る
よ
う
に

し
ま
し

ょ
う
。
名
前
に
使
用

で
き
る
文
字
は
当
用
漢
字
、

人
名
用
漢
字
、
片
か
友
平
が

な
だ
け
で
、
こ
れ
以
外
の
文

字
は
受
理
さ
れ
な
い

こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

× 

× 

参
列
さ
れ
る
方
は
遺
族
章
を
十

六
日
よ

D
市
保
険
年
金
課
又
は

各
出
張
所
で
交
付
し
ま
す
の
で

者
受
取
b
下
さ
い

。

11. 00-11.30 

13 00-14. 30 

15 00-15.30 

1b.CO-16.30 

9.30-16.00 

9.30-10.00 

9.30-1000 

10.30-11 00 

11 . 30-12 .0 0 

13.30-15.30 

9.00-1500 

黒木小学校

萱瀬出張所

宮代停留所

農協芳一支所

竹松出張所

福重出張所

野岳湖停留所

東光寺公民館

武留路公民館

松原出張所

大村保健所

ゲ

r〆

1/ Z 6日

" 2 1日

" 28日

11 

f〆

11 28日

九 三、


